
芸
術
協
議
会
は
、
舞
台
芸

術
、
音
楽
、
美
術
等
の

芸
術
に
対
す
る
文
化
省

か
ら
の
補
助
金
の
中
心

的
な
配
分
機
関
で
あ

り
、
メ
ジ
ャ
ー
な
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
オ

9

,

1

、

1

英
国
の
文
化
行
政
〉

ょ
、
文
化
。
メ
デ
ィ
ア
e

ス
ポ
ー
ツ
省

英
国
に
お
い
て
文
化
の
振
興
を
担
当
す
る
中

大
省
庁
は
、
文
化
：
メ
デ
ィ
ア
。
ス
ポ
ー
ツ
省

以
下
r

文
化
省
）
で
あ
る
。
同
省
の
前
身
は
保

7

党
政
権
下
の
一
九
九
二
年
に
祈
設
さ
れ
た
国

区
文
化
財
省
で
あ
る
が
、
今
年
五
月
の
労
働
党

政
権
発
足
後
の
七
月
、
名
称
変
更
を
行
っ
た
も

の
て
あ
る
。
同
省
は
、
芸
術
、
美
術
館
・
博
物

館
、
図
書
館
、
映
画
。
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
、
ス

ポ
ー
ツ
、
観
光
と
い
う
多
岐
に
わ
た
る
文
化
関

連
分
野
を
所
掌
す
る
。
文
化
省
の
九
六
年
度
予

算
額
は
約
二
、

0
)
0
0億
円
で
あ
る
。

英
国
で
は
従
来
か
ら
、
文
化
関
係
者
の
自
主

性
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、
特
殊
法
人
等
を
通

じ
て
文
化
事
業
を
実
施
す
る
方
式
が
取
ら
れ
て

お
り
、
文
化
省
は
芸
術
協
議
会
、
博
物
館
・
美

＿
術
館
委
員
会
等
の
特
殊
法
人
に
対
し
補
助
を

一
行
っ
て
い
る
。

2
、
文
化
振
興
団
体

田
芸
術
協
議
会

ー
ス
ト
ラ
等
に
助
成
を
行
う
ほ
か
、
小
さ
な

芸
術
団
体
（
演
劇
、
音
楽
、
文
学
、
ダ
ン
ス
等
）

に
対
し
て
も
補
助
し
て
お
り
、
．
合
計
す
る
と
年

間
一
，
四

0
0以
上
の
芸
術
団
体
に
対
し
助
成

し
て
い
る
（
九
六
年
度
二
鰐
二
七
二
億
円
）
。
ま

た
、
政
府
、
地
方
自
治
体
等
に
対
し
、
芸
術
振

巽
方
策
等
に
関
す
る
助
言
、
協
力
活
動
も
行
っ

て
い
る
。

切
博
物
館
令
美
術
館
委
員
会

文
化
省
は
、
大
英
博
物
館
等
の
一
一
の
国
立

博
物
館
・
美
術
館
に
対
し
、
九
六
年
度
予
算
で

約
三
八

0
億
円
を
配
分
し
て
い
る
ほ
か
（
最
大

の
配
分
先
で
あ
る
大
英
博
物
館
に
対
し
て
約
六

六
億
円
）
、
非
回
立
の
博
物
館
・
美
術
館
に
対
し

て
も
直
接
ま
た
は
博
物
館
・
美
術
館
委
員
会
を

通
じ
て
、
補
助
を
行
っ
て
い
る
（
九
六
年
度
[

約
一
八
億
円
）
。
同
委
員
会
は
、
政
府
の
博
物

館
。
美
術
館
政
策
に
関
す
る
語
問
機
関
で
も
あ

る
。
ま
た
、
博
物
館
や
美
術
館
職
員
の
資
質
向

上
を
支
援
す
る
博
物
館
研
修
協
会
の
運
営
費
を

補
助
し
て
い
る
。

3
、
文
化
財
保
護
の
事
業
団
体

川
歴
史
的
建
造
物
・
記
念
物
委
員
会

歴
史
的
建
造
物
・
記
念
物
委
員
会
は
、
建
造

物
の
リ
ス
ー
／
の
登
録
（
現
在
約
五

0
万
）
、
記

念
物
（
現
在
二
万
三
、

0
0
0
)
の
目
録
へ
の

登
録
等
に
つ
き
、
文
化
大
臣
に
助
言
を
行
う
ほ

か
、
自
ら
約
四

0
0
の
建
造
物
二
記
念
物
を
管

枷 ア。スポーツ省 CDeoa1'tmentfor 
Culture, Media and Soort)の組織図

芸術協議会

図書館

博物館・美刊

文化的資産

［ 

I口□9［光：ロロ：I 
］ 

理
し
て
い
る
。
ま

区
等
の
建
造
物
及

助
成
し
て
い
る
。
九
六
旬
度
補
助
金
額
は
約
―
―

一
四
億
円
で
あ
る
。

図
国
民
文
化
財
記
念
基
金

こ
の
基
金
は
、
基
金
の
運
用
益
と
政
府
の
補

助
金
を
財
源
と
し
て
国
民
の
文
化
財
と
し
て
重

要
な
建
造
物
、
土
地
、
美
術
作
品
等
の
取
得
、
維

持
管
理
及
び
保
存
を
助
成
し
て
い
る
。
九
六
年

度
補
助
金
額
は
約
一
六
億
円
で
あ
る
。
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『
I〈
大
英
博
物
館
〉

一
七
五
三
年
、
ハ
ン
ス
R
ス
ロ
ー
ン
卿
と
い

う
内
科
医
の
死
に
際
し
、
図
書
、
植
物
、
標
本

ー
等
の
遺
品
を
国
が
二
万
ポ
ン
ド
で
買
い
上
け
、

公
開
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
が
今
日
、
世
界
的

一
な
観
光
地
と
し
て
年
間
約
六

0
0万
人
が
足
を

一
運
ん
て
い
る
大
英
博
物
館
の
始
ま
り
で
あ
る
。

こ
の
後
、
数
名
の
貴
族
の
大
コ
レ
ク
タ
ー
が
収

集
し
て
い
た
品
々
の
寄
贈
や
買
い
上
げ
に
よ
り
、

ロ
セ
ッ
タ
，
ス
ト
ー
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
の
大
哩
石

彫
刻
群
な
ど
、
見
学
者
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い

一
収
蔵
品
が
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
ら

れ
た
C

そ
の
後
も
寄
贈
や
買
い
上
げ
に
よ
り
収

一
蔵
品
が
充
実
す
る
に
つ
れ
、
当
初
の
展
示
ス
ペ

ー
ス
で
は
収
ま
り
き
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
一

八
二
三
年
か
ら
建
物
の
改
築
に
取
り
か
か
り
、

―
一
八
四
ヒ
年
に
八
本
の
イ
オ
ニ
ア
式
円
柱
が
屹

立
す
る
現
在
の
堂
々
た
る
正
面
玄
関
が
完
成
し
、

全
面
的
な
改
築
が
終
了
し
た
。
こ
の
時
点
で
の

1

建
物
の
面
積
は
五
万
五
、

0
0
0平
方
メ
I
I

卜

一
ル
余
り
で
あ
り
f
そ
の
後
の
増
築
に
よ
り
さ
ら

万
五
、

0
0
0平
方
メ

1
1
'

ト
ル
余
り
が
加
え
ら

れ
た
。
こ
の
広
大
な
建

物
四
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
距
離
は
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
エ
ジ
プ
ト
、

）
 

ン
ャ
j
‘
古
代
ア
ッ
ジ
リ
ア
、
中
世
、
オ
リ
エ
ン

ト
等
の
収
蔵
品
か
ら
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
直
筆
譜
面

な
ど
、
来
場
者
の
関
心
を
引
く
展
示
が
次
‘
々
と

繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
じ
っ
く
り

見
始
め
れ
ば
、
一
週
間
あ
っ
て
も
足
り
な
い
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
多
く
の
観
光
客
は
有
名
な

展
示
の
み
を
さ
ら
っ
と
眺
め
、
一
時
間
程
度
て

去
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

大
英
博
物
館
の
財
政
規
模
は
、
一
九
九

五
年
度
予
算
で
総
計
五
、
六
四

0
万
ポ
ン

ド
（
約
―
一
五
億
円
）
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
約
六

0
％
の
三
、
三
四

0
万
ポ
／
ド

（
約
六
七
億
円
）
が
国
か
ら
の
補
助
金
で
あ

り
、
残
り
の
二
、
三
二

0
万
デ
ン
ド
（
約

四
八
億
円
）
は
、
寄
付
、
特
別
畏
か
ら
の

収
入
、
書
籍
出
版
等
か
ら
の
収
入
で
あ
る
。

大
英
博
物
館
が
有
す
る
膨
大
な
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
維
持
管
理
、
運
営
等
の
た
め
に
、

現
在
約
一

‘
-
0
0入
の
ス
タ
ッ
フ
が
働

い
て
お
り
、
こ
う
し
た
ス
タ
ヅ
フ
ヘ
の
人

件
費
が
二
、
四
六

0
万
ポ
ン
｝
（
約
五
〇

億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
f
二

0
0

三
年
の
創
立
二
五

0
周
年
に
向
け
、
千
年

祭
委
員
会
か
ら
の
六

0
億
円
の
資
金
提
供

を
受
け
、
グ
レ
ー
ト
・
コ
ー
ト
計
画
と
い

う
博
物
館
全
体
の
増
改
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
現
在
進
行
中
で
あ
る
。

さ
て
、
気
に
な
る
入
場
料
の
有
料
化
問

大英博物館正面玄関

題
で
あ
る
が
、
昨
年
―
二
月
の
理
事
会
に
お
い

て
、
当
面
、
入
場
料
を
徴
収
し
な
い
と
決
定
し
、

特
別
炭
か
ら
の
収
入
の
増
加
、
入
場
者
か
ら
の

寄
付
の
増
加
、
収
蔵
品
購
入
の
抑
制
等
に
よ
り
、

財
政
状
況
の
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
、
他
の
美
術
館
の
有
料

化
問
題
に
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
る
。
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ー

ー

〈
テ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〉

テ
ム
ズ
の
河
畔
、
国
会
議
事
堂
や
労
働
党
本

部
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
い
ミ
ル
バ
ン
ク
に
テ
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
位
置
す
る
。
砂
糖
で
財
を
な
し

た
ヘ
ン
リ
ー
。
テ
ー
ト
卿
の
援
助
を
得
て
一
八

九
七
年
に
設
立
さ
れ
、
当
初
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
分
室
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
展
示

さ
れ
て
い
る
作
品
は
一
六
世
紀
か
ら
一
九

0
0

年
頃
ま
で
の
英
国
絵
画
及
び
二

0
世
紀
の
各
国

の
絵
画
、
彫
刻
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、
近
代

美
術
を
中
心
と
す
る
特
別
展
も
し
ば
し
ば
開
催

さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
セ
ザ
ン
ヌ
展
が
好
評

を
博
し
た
よ
う
に
そ
の
内
容
は
常
に
充
実
し
て

い
る
。
リ
バ
プ
ー
ル
と
セ
ン
ト
。
ア
イ
ブ
ス
に

分
館
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
近
代
美
術
の
作
品
を

展
示
し
て
い
る
。

ミ
ル
バ
ン
ク
の
常
設
展
示
の
中
で
特
に
有
名

な
も
の
は
英
国
が
誇
る
画
家
、
タ
ー
ナ
ー
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
収
蔵
品
は
油
絵
三

0
0

点
、
素
描
等
二
万
点
に
上
る
。
こ
の
ほ
か
に
も

ウ
ィ
リ
ア
ム
。
レ
イ
ク
、
コ
ン
ス
タ
プ
ル
等

の
莫
国
絵
画
が
人
気
を
博
し

て
い
る
。
ま
た
、
近
代

美
術
で
は
、
モ
ネ
、
セ

ザ
ン
ヌ
等
の
印
象
脈
の

作
品
だ
け
で
な
く
、
ム

ン
ク
、
ピ
カ
ソ
、
ジ
ャ

ガ
ー
ル
、
タ
リ
等
々
の

傑
作
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
彫
刻
に
関
し
て
も
、

ロ
グ
ン
f
ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア
な
ど
の
作
品
が

正
面
入
っ
て
す
ぐ
の
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
で
入
場
者

を
迎
え
て
ぺ
れ
る
。

さ
て
、
テ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
財
政
規
模
で

あ
る
が
、
九
五
年
度
の
予
算
は
三
館
の
合
計
で

約
四
、
三

0
0万
ポ
ン
ド
（
約
八
六
億
円
）
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
約
一
、

九

0
0万
濯
ン
ド
（
約
三
八
億
円
）
と
な
っ
て

お
り
、
収
入
の
四
四
％
を
占
め
て
い
る
。
ミ
ル

バ
ン
ク
の
職
員
数
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
も
含
め
三

八
四
入
、
三
館
の
合
計
で
約
五

0
0人
で
あ
る
。

入
件
費
は
一

‘
-
0
0万
点
ン
ド
（
約
ニ
―
一
億

円
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
展
も
含
め

た
入
場
者
数
は
、
一
九
九
五
年
度
で
ミ
ル
バ
ノ
／

ク
が
二

0
七
万
人
余
り
、
三
館
合
計
で
二
七
四

万
人
で
あ
る
。
な
お
、
テ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

常
設
戻
に
つ
い
て
は
入
場
料
は
無
料
で
あ
る
が
、

他
の
美
術
館
、
博
物
館
と
同
様
、
、
有
料
化
問
題

が
議
論
さ
ね
て
お
り
、
先
日
大
英
博
物
館
が
下

し
た
入
場
料
無
料
政
策
継
続
と
い
う
決
定
が
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
注
目
さ
れ
る
。

設
立
一

0
0年
を
迎
え
た
テ
ー
ト
半
ャ
ラ
リ

ー
で
あ
る
が
、
西
暦
二

0
0
0年
に
向
け
、
テ

ー
ト
現
代
美
術
館
の
建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
ミ
ル
バ
／
ク
か
ら
テ
ム
ズ
を
下
り
、
金

融
街
シ
テ
ィ
か
ら
み
て
テ
ム
ズ
の
南
岸
に
位
置

す
る
バ
ン
ク
サ
イ
ド
に
、
旧
発
電
所
の
建
物
を

テートギャラリー外観

大
規
模
に
改
築
し
た
美
術
館
を
建
設
し
、
そ
こ
一

に
近
・
現
代
芸
術
の
粋
を
集
め
よ
う
と
い
う
構
一

想
で
あ
る
。
経
費
は
千
年
祭
委
員
会
か
ら
の
五
、

o
o
u
0万
成
ン
ド
（
約
一

0
0億
円
）
の
補
助

で
賄
う
予
定
で
あ
る
。
美
術
館
の
設
計
は
国
際

コ
ン
ペ
の
結
果
、
ス
イ
ス
の
チ
ー
ム
が
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
年
間
三

0
0万
入
の
入
場

者
｝
，
そ
の
う
ち
三

0
％
は
海
外
か
ら
を
見
込
ん

で
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
現
在
の
ミ
ル
バ
ン
ク
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
英
国
絵
画
を
中
心
と
し
た
展
示

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

25 文化庁月報 1998。2



一
ー

•
1
1

・

｛
《
国
堂
宝
く
し
（
ナ
シ
ョ
ナ
）
．

n

之，

一

、英
国
の
芸
術
文
化
振
興
の
上
で
一
？

し
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
e

ロ
タ
リ
ー
）
は
財
政
的
支

援
と
い
う
面
で
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

ー
、
．
経
緯

一
九
九
―
―
年
に
当
時
の
保
守
党
政

権
下
で
提
出
さ
れ
た
宝
く
じ
の
導

入
に
関
す
る
白
書
を
基
本
に
一
九
九
―
―
一
年
一

0

月
に
国
営
宝
く
じ
法
が
成
立
し
、
同
年
―
一
月

か
ら
実
際
の
運
営
が
始
ま
っ
た
。

民
間
が
運
営
し
た
方
が
く
じ
の
売

り
上
げ
を
増
加
さ
せ
る
動
機
付
け

2
、
違
営

も
強
い
と
い
う
議
会
で
の
議
論
に
某
づ
き
、
キ

ャ
メ
ロ
ッ
ー
と
い
う
事
業

□体
が
一
九
九
四
年

か
ら
二
〇

□
年
ま
て
の
運
営
櫂
を
競
争
入
札

の
上
獲
得
し
た
。
ま

た
、
法
律
に
基
づ
き

国
営
宝
く
じ
事
務
局

（
オ
フ
ィ
ス
喩
オ
ブ
拿

ザ
魯
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

診事業と配分団体
"― 

配分団体 1 

ロ、ロニ：：覆口□
噸将審帆会、ウェー］レス~芸術i

l l審議会
I ヌ~ポーツ 1 スポ~ーツ審議会、北アイルランド：

スポーツ審議会、：スコットランド~

I スポーツ審議会へ，ウェ~ールズスポ
＇ーツ審議会

I文化財国民文化財記怠基金、 1 

l慈善事業 回営宝くじ慈善事業委員会
二千年祭 二千年祭委員会 1 

—~--~ 

英国篇(4)

ロ
タ
リ
ー
）
設
置
さ
九
、
同
事
務
局
が
く
じ

の
糧
類
を
認
可
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
、
文
化
。
メ
デ
ィ
ア
＆
ス
濯
ー
ツ

省
は
く
じ
全
般
に
つ
い
て
監
督
責
任
を
有
し
て

い
る
。
3
、
く
じ
の
実
際

く
じ
に
は
二
糧
類
あ
る
。

―
つ
は
一
四
桁
の
数
字
｝

当
て
る
＜
じ
で
あ
り
、
毎
週
水
曜
と
土
曜
に
テ

レ
ビ
番
組
に
お
い
て
当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
。

も
う

1

つ
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
く
じ
で
あ
り
、
そ

の
場
で
数
字
を
あ
て
る
も
の
で
あ
る
。

く
じ
導
入
以
来
一

九
九
六
年
末
ま
で

4
、
売
り
上
げ
及
び
配
分

の
売
り
上
げ
は
、
三
種
類
の
合
計
で
―
二
五
億

ポ
ン
ド

□兆
五
、

0
)
0
0億
円
）
で
あ
る
。

こ
の
売
り
上
げ
の
う
ち
、
五

0
％
が
く
じ
の
勝
者
へ
の
配

当
金
、
一
―
:

o

％
が
芸
術
、
文

化
財
、
ス
虐
ー
ツ
、
一
千
年

祭
事
業
、
慈
善
事
業
の
五
事

業
（
各
事
業
に
二

0
％
ず
つ

分
配
さ
れ
る
）
へ
の
分
配
、

―
二
％
が
国
庫
収
入
、
八
％

が
そ
の
他
（
販
売
店
手
数
料
、

維
持
費
等
）
と
な
っ
て
い
る
。

五
事
業
へ
の
分
配
は
、
事
業

ご
と
に
別
表
の
一
―
団
体
に

配
分
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
但
別

ー
—
ー

9
,
1
1
|
|
'
|
|
'
|
|
'
9

ー
ニ

の
事
業
に
分
配
さ
九
る
。
配
分
件
数
は
こ
訊
ま

で
に
二
万
件
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
に

お
け
る
各
事
業
へ
の
配
分
額
は
、
芸
術
が
四
億
一

八
、
四

0
0万
ポ
ン
ド
（
九
六
八
億
口
）
、
ス
成
一

ー
ツ
が
一
一
億
八
、
四

0
0万
求
ン
ド
（
五
六
八
一

億
円
）
、
文
化
財
が
二
億
四
、
四

0
0
U万
翠
ン
ド
―

（
匡
八
八
億
円
）
、
慈
善
事
業
が
―
―
一
億
一
、
八
o

l

0
万
ポ
ン
ド
（
六
三
六
億
円
）
、
二
千
年
祭
委
員
一

会
が
五
億
六
、
六

0
0万
素
ン
ド
（
一
、
一
三

一
一
億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
実
施
以
来
、
一

-
i
一
六
億
素
ン
ド
（
七
、
二

0
0億
円
）
が
こ
の

五

事

業

に

投

入

さ

れ

て

い

る

。

一

昨
年
五
月
の
労
働
党
政
権

発
足
後
、
宝
く
じ
に
つ
い

l

5
、
最
近
の
動
向

て
も
「
ピ
ー
。
フ
ル
ズ
。
ロ
タ
リ
ー
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
．
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

芸
術
関
係
の
配
分
は
劇
場
の
改
築
等
ハ
ー
ド
面
一

に
限
ら
九
て
い
た
が
、
こ
れ
を
演
目
な
ど
ソ
フ

ト
面
に
対
し
て
も
配
分
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
一

と
が
挙
げ
ら
汎
る
。
ま
た
、
五
事
業
の
た
め
忙

二
0
0
一
年
ま
で
に
九

0
億
祖
ン
ド
（
一
兆
八
‘
-

0
0
0億
円
）
を
分
配
す
る
見
積
り
で
あ
っ
た

が

}
9
-
0億
沢
ン
ド
三
、

0
0
0億
円
）
の

増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ

を
教
育
（
教
員
研
修
、
学
校
外
活
動
）
、
健
康
r

環
境
及
び
科
学
技
術
分
野
の
英
オ
育
成
に
投
入

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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《
二
干
年
祭
》

[
 

現

在

英

国

で

話

題

に

な

っ

て

い

る

文

化

行

事

の

―

つ

に

西

暦

二

千

年

の

到

来

を

記

念

し

て

大

規

模

に

イ

ベ

ン

ト

を

繰

り

広

げ

る

「

二

千

年

祭

(
T
h
e
 
M
illeni
u
:
r

n
 E
xp
eri
e
n
c
e
)」
が

あ

る

。

こ

の

二

千

年

祭

の

趣

旨

、

行

事

内

容

等

に

つ

い

て

、

二

月

―

―

□日、ロ
イ

ヤ

ル

。

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

：

ホ

ー

ル

に

お

い

て

、

プ

レ

ア

首

相

自

ら

説

明

を

行

っ

た

。
二

千

年

祭

の

開

会

は

f

一

九

九

九

年

―

二

月

三

一

日

と

し

、

そ

の

後

一

年

閏

関

連

行

事

が

行

わ

れ

る

。

政

府

は

こ

の

祭

り

を

「

様

々

な

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

通

し

て

―

―

千

年

を

刻

む

国

民

的

祭

事

し

と

位

置

付

け

て

い

る

。

総

経

費

は

七

億

五

、

八

0
0万素ン
ド

（

約

一

、

五

0
0億Fg
)

で

あ

り

f

こ

の

う

ち

三

億

九

、

九

0
0万索ン
ド

（

約

八

0
0億円）
を

二

千

年

祭

委

員

会

か

ら

の

補

助

金

、

一

億

五

、

0
0
0万ポン
ド

＇

（

約

三

0
0億円）
を

マ

、

成

ン

サ

ー

ジ

ッ

プ

．

一

億

九

＼

四

0
0万成ン
ド

（

約

四

0
0億円）
を

チ

ケ

ッ

ト

売

り

上

げ

、

商

品

販

売

等

に

よ

り

賄

う

こ

と

と

し

て

い

る

。

こ

の

う

ち

八

、

二

千

年

祭

委

員

会

か

ら

の

補

助

金

は

、

国

営

宝

く

じ

の

収

益

が

配

分

さ

れ

て

い

る

。

チ

ケ

ッ

ト

は

国

営

宝

く

じ

の

販

売

所

に

お

い

て

全

国

ど

こ

で

も

購

入

で

き

る

こ

と

と

な

っ

た

。

二

千

年

祭

の

内

容

は

、

―

1
0
0
0年にオ
ー

プ

ン

す

る

『

ド

ー

ム

」

f

二

0
0
0年を通
し

て

開

催

さ

訊

る

全

国

的

イ

ベ

ン

ト

で

あ

る

「

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

、

一

九

九

八

年

に

始

ま

り

、

こ

れ

ら

二

つ

に

つ

な

げ

る

「

チ

ャ

レ

ン

ジ

」

か

ら

構

成

さ

九

る

゜

こ

の

う

ち

、

「

ド

ー

ム

」

は

二

千

年

祭

の

中

心

的

脱

設

て

あ

り

、

ロ

ン

ト

ン

南

東

の

グ

リ

ニ

ソ

、

ジ

に

あ

る

ブ

リ

テ

ィ

ッ

ジ

ュ

⑰

ガ

ス

の

施

設

跡

地

に

現

在

建

設

中

で

あ

る

。

完

成

予

定

は

本

年

秋

と

し

て

い

る

。

こ

の

建

設

に

は

、

四

億

五

‘

-

―

1
0
0万ポン
ド

（

約

九

0
0億円）

が

投

入

さ

訊

る

見

込

み

で

あ

る

。

ド

ー

ム

の

サ

イ

ズ

は

直

径

三

二

0
m、吉
向

さ

五

0
m、
広

さ

八

万

五

て

あ

り

、

こ

の

手

の

建

物

と

し

て

は

世

界

最

大

と

な

る

。

構

造

的

に

は

、

ド

ー

ム

の

屋

根

を

長

さ

一

0
0
mの
鉄

塔

―

二

本

及

び

総

廷

長

六

七

kmの
鉄

線

で

支

え

る

。

ド

ー

ム

だ

け

で

は

な

く

、

住

宅

建

設

、

商

業

地

区

設

定

、

地

下

鉄

新

駅

の

新

設

な

ど

に

よ

り

rJ
周

辺

地

域

を

開

発

す

る

こ

と

も

予

定

さ

れ

て

い

る

。

ド
ー
ム
の
内
部
は
、
•
Min
d
.
B
o
d
y
,
 S
p

i

ri
t

.

 

Skill. 
l
e
a
r
ni
ng. 
P
l
a
y
.
 
U
K
 N
o
wなど
を

テ

ー

ー

マ

と

す

る

一

三

の

ゾ

ー

ン

か

ら

構

成

さ

れ

、

マ

ル

チ

・

メ

デ

ィ

ア

や

最

先

端

の

技

術

を

駆

使

し

て

そ

れ

ぞ

れ

の

ゾ

ー

ン

の

テ

ー

マ

に

沿

っ

た

催

し

、

展

示

、

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

が

繰

り

広

げ

ら

れ

る

。

ド

ー

ム

の

外

部

に

も

六

、

0
0
0
U入

る を゚

ー

ー

」

収

容

の

ラ

イ

ブ

劇

場

を

設

置

す

る

こ

と

と

し

て

お

り

、

こ

九

ら

の

施

設

へ

の

入

場

者

は

、

期

間

一

、

二

0
0万人以
上

と

見

込

ん

で

い

こ

の

二

千

年

祭

の

詳

細

な

事

業

内

容

が

公

表

さ

れ

る

前

に

は

、

二

千

年

祭

に

対

し

、

公

費

を

投

入

す

る

価

値

が

あ

る

の

か

、

ド

ー

ム

の

内

容

と

な

る

も

の

が

な

い

の

で

は

な

い

か

、

内

容

に

関

す

る

情

報

が

あ

ま

り

に

乏

し

く

、

政

府

が

情

報

を

独

り

占

め

し

て

い

る

な

ど

の

枇

判

が

相

次

い

で

い

た

が

、

公

表

さ

れ

た

計

画

は

概

ね

好

意

的

に

受

け

入

れ

ら

れ

て

い

る

模

様

で

あ

る

。

英

政

府

は

、

一

＿

千

年

祭

を

英

国

の

持

つ

経

済

的

文

化

的

実

力

を

国

際

的

に

知

ら

し

め

る

絶

好

の

機

会

と

捉

え

て

い

る

と

と

も

に

、

七

、

0
0

0人
の

新

規

雇

用

を

生

み

出

す

と

い

う

現

実

的

な

効

果

も

期

待

し

て

い

る

。

二

四

日

の

説

明

会

に

は

、

ブ

レ

ア

首

相

以

外

に

二

千

年

祭

を

担

当

し

て

い

る

マ

ン

デ

ル

ソ

ン

無

任

所

大

臣

、

こ

の

事

業

を

提

案

し

た

前

政

権

下

で

副

首

相

を

務

め

た

ヘ

ー

ゼ

ル

タ

イ

ン

議

員

と

い

っ

た

政

界

の

重

鎮

だ

け

で

な

く

、

経

済

界

、

地

方

自

治

体

、

マ

ス

コ

ミ

か

ら

も

幹

部

が

多

数

出

席

し

、

こ

の

事

業

に

対

す

る

並

々

な

ら

ぬ

意

気

込

み

を

感

じ

さ

せ

た

。

（

在

英

国

日

本

大

使

舘

一

＿

等

書

記

官

串
田
俊
巳
）
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I 

刀
ン
＇
セ
ン

カ
ン
も
セ
ン
タ
ー
は
f

-T
乙
ズ
河
畔

バ
ン
ク
と
並
ぶ
英
国
が
誇
る
複
合
文

あ
り
、
金
融
街
シ
テ
ィ
の
北
に
位
置

の
場
所
に
は
も
と
も
と
は
ロ
ー
マ
時

の
見
張
り
塔
が
あ
っ
た
。
第
二
次
世

お
け
る
爆
撃
に
よ
り
荒
廃
し
て
い
た

開
発
し
、
一
九
八
一
一
年
三
目
に
女
王

ー
プ
ン
さ
れ
、
そ
れ
以
降
二
「

O
O

様
々
な
文
化
を
味
わ
っ
た
。
三
五
エ

面
積
に
、
二
、

0
0
0席
の
コ
ン
サ

叫
一
、
一
六
六
席
の
劇
場
f
二
つ

リ
ー
、
三
つ
の
映
画
舘
（
座
席
数
は

三

八

六

席

二

五

五

腐

一

五

五

言
館
及
び
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
音
楽
ふ
閲
劇

ま
た
、
憩
い
の
場
と
し
て
シ
ス
ト
ラ

ン
及
び
漏
室
が
ま
と
ま
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
バ
ー
，
ビ
カ
；
／
。
ホ
，
1

ル
と
呼
ば
れ
、
一
九

0
四
年
に
創
設
さ
れ
た
ロ

ン
ド
ン
。
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
；
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
(

L

s
3
0
)

本
拠
地
と
し
、
常
任
指
揮
者
の
コ
リ

ン
な
デ
ー
ビ
ス
卿
に
よ
る
演

奏
だ
け
で
な
く
、
世
界

各
国
の
指
揮
者
、
ビ
ア

ニ
ス
ト
等
と
の
共
演
に

よ
り
、
年
間
八
五
回
の

コ
ン
サ
ー
，
卜
を
実
施
し

て
い
る
。
音
響
設
備
も

屈
指
を
誇
っ
て
お
り
、

L
S
O
以
外
に
も
各
地

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
演
奏
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
ホ
ー
ル
で
演
奏
さ
れ
る
音
楽
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ズ
、
フ

ォ
ー
ク
、
世
界
の
民
族
音
楽
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
る
。
バ
ー
ビ
カ
ン
。
ホ
ー
ル
は
サ

ウ
ス
バ
ン
ク
の
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ

ー
ル
と
並
び
、
已
界
の
一
流
の
音
楽
を
提
供
す

る
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

劇
場
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
ゆ
か
り
の
ス
ト

ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
と
並
び
ロ
イ
ヤ
ル
・
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
・
カ
ン
パ
ニ
ー

(
R
Sミ
し
）
の
本
拠
地

と
な
っ
て
お
り
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
、
リ
ア
王
な
ど

数
々
の
名
廣
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
も
筐
界
の

劇
団
が
公
演
し
て
お
り
、
昨
年
は
、
一
昨
年
の

「
真
夏
の
夜
の
夢
」
に
引
き
続
き
、
蛉
川
幸
雄
氏

（
在
英
国
巳
本
大
使
舘

二
等
書
記
官
串
田
俊
巳
）

い
る
峙
川
カ
ン
パ
ニ
ー
が
寺
山
修
司
氏
原
作

の
「
身
毒
丸
」
を
公
洟
し
、
大
変
な
好
評
を
博

し
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
＇
オ
ペ
ラ
，
ハ
ウ
ス
に
よ
る

オ
ペ
ラ
も
、
現
在
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
が
改
修
中

の
た
め
、
演
目
に
よ
り
当
劇
場
で
上
演
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

ジ
ネ
マ
で
は
、
質
が
高
く
、
国
際
色
豊
か
で

多
樟
な
演
目
を
ほ
ぽ
一
日
交
替
で
上
映
し
て
い

る
。
日
本
関
係
で
は
こ
の
五
月
に
周
防
正
行
監

w
e
ダ
ン
ス
？
」
が
映
さ
れ

督
の
た。
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
音
楽
こ
演
劇
学
校
で
は
、
四

0
ヵ
国
か
ら
七

0
0人
が
音
楽
、
演
劇
、
舞
台

運
営
を
学
ん
で
い
る
。
一
八
八

0
年
創
立
の
こ

の
学
校
は
、
質
の
高
い
、
多
様
な
学
習
機
会
を

学
生
に
与
え
て
い
る
こ
と
で
、
担
界
中
に
名
を

馳
せ
て
い
る
。

バ
ー
ヒ
カ
ン
・
セ
ン
タ
ー
は
、

ロ
ン
ド
ン
市
が
運
営
し
て
お
り
、

年
間
一
『
二

0
0万
尿
ン
ド
（
約

四
四
億
円
）
を
補
助
し
て
い
る
。

組
織
的
に
は
、
経
堂
最
高
資
任
者

の
下
に
ア
ー
ト
、
経
営
、
技
術
、

財
務
、
公
的
活
動
の
五
つ
の
部
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
約
―

1
0
0人

の
常
勤
職
員
が
勤
務
し
て
い
る
。
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